カール・ツェルニー物語

全編の語り 福田さん

前半の部の登場人物

ベンツェル(ツェルニーの父)：坂本さん・付け髭
ベートーベン：二河さん・赤スカーフ＆カツラ
ゲネリック：渋下さん・鼻眼鏡

後半の部の登場人物


青年ツェルニー：才木さん・赤ベレー帽
ベンツェル：荒木さん・付け髭
クルムフォルツ：西森さん・黒ハット

教師ツェルニー：濱口さん・赤ベレー帽
フランツ・リスト：寺本さん・サスペンダー
アーダム(リストの父)：藤原さん・ベスト・白シャツ・パンツ


「あらすじ」

・前半の部　～勤勉な音楽家～

・プロローグ


　カール・チェルニー。偉大なる楽聖ベートーベンを師に持ち、ピアノの魔術師リストを育て上げた作曲家です。しかし、二人の名前を知る者は数多くいますが、彼の名前は練習曲として知られているだけ・・・。けれど、彼が生涯を注いだ音楽は、決して、練習曲に留まるものではないのです。みなさんに今一度、音楽へと傾けた私の情熱を語るとしましょう。
《満田さん演奏》


・幼年期

　父・ベンツェルは、優れた歌手でもあり、修道院で音楽を学び、神様へその歌声を捧げていました。しかし、そのきれいな歌声は長くは続かなかったのです。声楽を失った父は、貧しい家庭を支えるため、15年間もの長い年月、音楽から離れてしまいました。
　日々、音楽から遠ざかっていく中、転機は訪れました。一人の女性、そう、私の母が、父に再び音楽をもたらしてくれたのです。音楽教育に人生を捧げることを決意した父は、クレメンティー、モーツァルト、バッハを日夜研究し、ピアノ演奏の腕を磨いてゆきました。そうして、ツェルニー家が音楽に包まれている1791年2月21日、私はこの世に生まれました。
《楠田さん・愛菜ちゃん演奏》

　音楽に囲まれた生活の中で、私がピアノに興味を抱くのに時間はかかりませんでした。三歳にして早くも、知らず知らずのうちに小曲を弾いていました。わずかな収入で私に楽譜を買ってくれた父に応えようと、友達との遊びに目もくれず、日々、ピアノの練習に打ち込みました。


　ある晩、我が家にやってきた浪速のピアニスト、ゲリネックは、こう言いました。

ゲリネック：明日の演奏会は楽勝や。俺の自慢のピアノテクニックでなにわの根性見せたるで！

ゲリネックはいつもの調子で自信満々。
さて、演奏会が終わった次の日の夜、ゲリネックは息を荒らしてやってきました。

ゲリネック：ほんま、なんやあいつ！ええ？昨日のことやがな。あいつ悪魔やで。あんな演奏、聴いた事も見た事もないわ。俺がな、ほら、出したな、テーマを即興でむっちゃ簡単に弾きよるねん。いやモーツァルトも、あれはないで。あいつの演奏は…基本どれもよかったなぁ。誰も思いつかん演奏をピアノでしよったんよ。

ベンツェル：そいつの名は？

ゲリネック：ベートーベン！！《片岡さん演奏》


　私の音楽人生は静かに動き始めました。すぐさま、ベートーベンの楽譜を父にねだり、私はその素晴らしさに身震いしました。父の友人クロムフォルツにも影響され、私はベートーベンに夢中になり全てを暗譜演奏し、なにもかもを自分のものにしようと苦闘しました。ベートーベンに心をうばわれ、家族ぐるみで交流するクロムフォルツ。世間の無理解な批判と誤解に晒されていたベートーベンにとって、彼は最大の理解者でした。そして、宮廷ヴァイオリニスト・クルムフォルツが、私に運命の出会いをもたらしたのです。気がつけば、そのベートーベンの前で悲愴ソナタの二楽章を弾いていました。

　聴き入る聴衆。そして…

ベートーベン：この子には才能がある。弟子にしましょう。だからバッハの「正しいクラヴィーア奏法」を買い与えなさい。

喜びを隠せないクルムフォルツ。音楽教師としての幸せを噛みしめる父。祝福の言葉に包まれながら、父はバッハを買い求め、街に出ました。《渡辺さん・藤原さん演奏》

幼い私の行く末を気遣い、父はいつも、ベートーベン先生の居る街までそばに居てくれました。その苦労もあって、当時困難とされたレガート奏法を身に付けたのでした。そうして自信を深めていく私にとって初めて、嫉妬の炎を揺らめかせる男が現れました。不快で下品な顔に、感性を疑いたくなる悪趣味な服装。演奏家にはみえませんでした。しかし、彼は演奏家でした。そして、曲を弾き始めるや否や、私は耳を疑いました。彼の名はフンメル。《西森さん演奏》

　モーツァルトを師匠としていたフンメルの音楽は、ベートーベン先生のそれとは対極にありました。フンメルの演奏は、清らかさの中に秘められた優雅な響き。一方、ベートーベン先生の演奏は、ダイナミックにしてエネルギーに満ち溢れんばかりの華麗さ。ベートーベン先生に教えを受ける私は葛藤がありながらも、フンメルの演奏に密かに心打たれ、その演奏をいつの間にか目指していました…。《石倉さん・才木さん演奏》

　理解あるパトロンに心地よい音色を奏でる事で、貧しい家庭を支えていたある日、久しぶりにわが師・ベートーベン先生と再会しました。

ベートーベン：この子には才能があるとあれほど言ったのに、私の元を離れるとは。ベンツェルさんは過保護が過ぎますな

ベンツェル：何と言っても、手塩に掛けて育て上げた一人っ子ですからな。

ベートーベン：はっはっは。確かに、そうですな。ほれ、カール。久しぶりにお前のピアノを聴かせておくれ。もちろん、この初見楽譜をな。《荒木さん演奏》

ベートーベン先生の演奏はこの頃まだ世間に受け入れられず、非難を浴びていました。そういう中でもベートーベン先生は私に温かく優しい言葉をかけてくれました。互いに忙しい合間をぬっての交流で編曲の技術を学ぶことができました。それにより私は年老いた父に替わり、レッスンを続けることができるようになりました。私は、理解ある父のお陰で、父の理想とする音楽を、身持って表現することが出来ました。
　この時、わたしは14歳でした。


・青年期
父と二人三脚で歩んできた音楽家人生。ついに、音楽家として自立する時がやって来ました。

ツェルニー：父さん、どうしよう。やっぱり、駄目かもしれない。今日も失敗するかもしれない。

ベンツェル：カールや。大丈夫だ。おまえなら、きっと出来る。今までの努力を信じるんだ。上手く演奏するんじゃない。観客に、音楽とは何か、教えてあげればいいんだよ。おまえが、生徒たちに教えているように。

ツェルニー：父さん・・・
緊張と焦りでいっぱいだった私。でも、父の言葉を信じて演奏していると、私自身が音楽に包まれていました。ブラボーッ！　我にかえった私は、拍手喝采の中にいました。《松本さん演奏》

ツェルニー：父さん、やったよ、うまくいったよ。父さんのお陰だ。僕は、ついに音楽家になったんだ。これからは、僕の音楽を世間の人々に届けに行くよ。

ベンツェル：カールや、よくやった。これで、お前も一人前だ。もう、私が教えるべきことは何も無い。後は、私に代わって、生徒らに音楽を教えてやっておくれ。父さんは、少し疲れた。これからは、カールの音楽をゆっくり聞かせてもらうことにしよう。
それからと言うもの、昼夜問わずのレッスンの合間に、連日の公演。時間は無かったけれど、十分な収入も得て、音楽家としての充実を感じていました。父や母も、そんな自分の姿に満足気で、友人や親戚に自慢話をしていました。でも、そんな矢先、一通の手紙が届きました。

手紙：母、死す。至急、帰郷せよ。　クルムフォルツより

母は、ずっと前から病を患っていました。お医者さんの話だと、手術をすれば直っていたかもしれないと。でも、病を押して、父と私を見守ってくれたのです。元気な母の姿を見て、そんなことには全く気が付きませんでした。自分を産み育ててくれた母へ私は何をしたのか・・・・・・。《濱口さん・高橋さん演奏》父と私は、音楽家としての成功に気を取られ、母をないがしろにしたという後悔の念をぬぐい切れなかった。墓地を包み込む哀しい音色の中、冷たい雨と哀しい涙が私にしみわたりました。
気を紛らわすかのように作曲をしても、いまいち、ピンと来ないものばかり。しだいに、レッスンや公演を重荷に感じたある日、クルムフォルツが訪ねて来ました。

クルムフォルツ：やぁ、カール。久しぶりだね。お母さんのことは残念だったね。でもね、そんなに落ち込んでいたら、天国の母さんが心配するよ。どれ、ひとつ、母さんが好きだった曲でも聴かせておくれよ。

ツェルニー：クルムフォルツさん、ありがとう。でも、今はそんな気分じゃなくて。気晴らしに作曲しても、パッとしないものばかりで。音楽家なのに、何してるんだろうって、思うんです。

クルムフォルツ：おや、作曲をしてるだなんて、初耳だね。なら、その作品をお願いするよ。なーに、弾いているうちに、気分も晴れてくるさ。《森本さん演奏》

クルムフォルツ一家とのひとときは、私の悲しみを、少しずつ、少しずつ、癒してくれました。哀しみに暮れている場合じゃない。私はそんな自分に渇を入れ、再び、作曲という創作に意欲を燃やし始めました。


　順調かに見えた再出発。しかし、年月の流れは、父の体をも、むしばんでいたのでした。戦争と貧しさに苦しみながらも音楽を諦めず、私を一人前の音楽家に育て上げてくれた父。そんな父も、５年前の母さんと同じように・・・・・・

墓碑：1832年、ヴェンツェル・ツェルニー、ここに眠る。享年、82歳。

父との別れは、あまりに突然のことでした。入院する父へのお見舞いも、連日のレッスンや公演で頻繁には通えませんでした。でも、父との会話は、忙しさでやつれた私の心を癒してくれました。

ツェルニー：父さん、最近、見舞いに来れなくて、ごめん。でも、今度、あの有名なホールで演奏会をすることになったんだ。クルムフォルツやベートーベン先生も聴きにくるんだ。父さんも、体を早く治して、聴きに来てよ。

ベンツェル：ははっ。音楽家として活躍して、父さんは嬉しいよ。何も気にしなくていい。そうか・・・・。クルムフォルツや先生も来られるのか。そりゃ、行かないとな。

ツェルニー：みんなで集まったら、懐かしいだろうね。何だか、ベートーベン先生の家に初めて行った時のことを思い出すね。

ベンツェル：あの時のこと、今でもよく覚えているよ。病弱なカールを母さんと看病したり、遠い先生の街まで二人で出かけたりな。あれから、十数年。まさか、カールがここまでになるなんてなぁ。久しぶりにみんなと会うし、思い出話に花を咲かせたいな。皆さんによろしくと伝えておくれ。

ツェルニー：うん、わかったよ。あっ、そろそろ、行かなきゃ。それじゃ、みんなに伝えておくから、次の公演、必ず、聴きに来てね。約束だよ。

ベンツェル：あぁ、わかった。大丈夫だよ。カールも、体に気をつけてな。

ツェルニー：父さんの方こそね。それじゃ、行くよ。またね。

ベンツェル(心の声)：カールや。父さんは、もうじき天国に旅立つことだろう。もう、長くはない・・・・。カールの音楽を、もう聴けなくなるとは、悲しいことだ。しかし、カール、落ち込んではいけない。母さんを亡くした時も、父さんと一緒に、ちゃんと音楽を続けてこれたじゃないか。カール、私の愛しいカールや。カールなら、きっと大丈夫だ。
数日後。

ツェルニー：父さん、入るよ。これが演奏会のチケットだよ。さあ、受け取って。父さん？父さん、とうさん、、とうさぁーーん。《八木さん演奏》

母だけでなく、父をも失う。そう、私は一人ぼっちになりました。いくら頑張っても、それを喜んでくれる家族がいなければ、意味が無い。何のために、自分は音楽をしているのだろう。全てがむなしく見えました。クルムフォルツのお陰で、一度は立ち直りかけた自分。しかし、再び、音楽への情熱を失ってしまいました。

・後半の部　～囚われの芸術家～
とある湖畔。今日は、クルムフォルツ一家のお誘いでピクニックに来ました。新鮮な空気を外で吸うのは、数ヶ月ぶりです。

クルムフォルツ：カール、どうだい。あの湖の向こうに見える山、故郷の山に似てないかい。ほら、あの木でさえずっている小鳥、故郷の村でよく鳴いてたろ。こうしていると、昔のことを思い出すね、カール。

ツェルニー：えぇ、幼い頃、故郷でよく見た景色です。何だか、懐かしい気持ちになります。・・・・でもね、クルムフォルツさん。もう、大丈夫です。いつまでも、子供じゃないし。そんなに気をつかってもらわなくても。

クルムフォルツ：口ではそういっても、顔にはそうと書いていないね、カール。今度、君に紹介したい人がいるんだ。きっと、勉強になると思うよ。

ツェルニー：ですから、クルムフォルツさん。

クルムフォルツ：カール、いいかい、よくお聞き。これは、君の父さんの願いなんだよ。実は私も、君の父さんには世話になってね。万が一の時に、君のことをよろしく頼むと言われていたのさ。これは、私だけの願いじゃない、君の父さんの願いでもあるんだよ。

ツェルニー：父さんの・・・

クルムフォルツ：そう、父さんのだ。さぁ、もう落ち込むのはよすんだ。カールは一人じゃない。みんながいるじゃないか。《寺本さん・藤原さん演奏》

数日後、クルムフォルツ一家と向かったのは大家クレメンティーの演奏会でした。そういえば、父はよくクレメンティーの曲を熱心に研究し、みんなに聴かせていました。そして、父やクルムフォルツに、母はお茶やお菓子を出していました。あぁ、何だかあの頃の懐かしい思い出が蘇って来ました。いつの間にか、私のまぶたは熱くなっていました。《沖野さん演奏》

それからというもの、クレメンティーとの3人で演奏をしたり、音楽を楽しむ日々が続きました。そして、クレメンティーの音楽教育に傾けるひた向きな姿に心打たれるようになりました。父は、どんな困難にもめげずに、私を教えてくれたじゃないか。私は、父が授けてくれた教育を生徒たちに与えているだろうか。クレメンティーの姿を垣間見た私は、ふつふつと湧き上がる気持ちを抑える事は出来なくなっていました。

・壮年期

作曲家として素晴らしい名曲を作りたい。教育者として生徒を一流のピアニストに育て上げたい。寝る間を惜しんで、レッスンや作曲に没頭しました。しかし、そうした無理が、私の体をむしばみ、残された人生を少ないものにしていきました。私は焦っていました。そうして、1819年、彼はついに現れました。ピアノの魔術師。そう、彼の名はフランツ・リスト。《坂本さん演奏》


アーダム：ツェルニー先生、お邪魔しますよ。

ツェルニー：誰だ。私は、忙しいんだ。用があるなら、後にしてくれ。

アーダム：先生、そうは言わずに、この子を見てやって下さい。こんな小さな子供なのに、大人が舌を巻くほど、ピアノがうまいんですよ。私は、息子を一流のプロにしたいんです。だから、ピアノ教師として一流の先生にお願いに来たのです。お忙しいのは分かっております。先生、どうかお願いしますよ。

ツェルニー：そうやって、私の生徒になりたがる連中が多くて、うんざりしてるんだ。作曲の時間が足りない。さぁ、帰ってくれ。

リスト：先生。お願いです。一度でいいから、僕のピアノを聴いて下さい。僕、先生の曲や演奏に憧れているんです。だから、今日まで一生懸命、頑張ってきました。だから、先生、お願いです。

ツェルニー：ふぅ・・・・。わかった、わかった。だったら、そこにあるピアノで今すぐ、弾いてくれ。ちゃんと、聴いているから。《二河さん演奏》

しかし、そんな彼の演奏は、酷くでたらめのものでした。ただ、彼には素晴らしい可能性と才能が秘められている事に気付きました。知識や経験、技術は無くとも、彼には天から授けられた自然の感性がありました。気が付けば、私は、この優れた感性に、父、そして、クレメンティーから授けられた指導法を試していました。私は、ピアノ教師としての名声がありながらも、一流のピアニストをまだ育てていませんでした。リストは、きっと一流のピアニストになる。そう思うと、音楽教師として、心が躍り始めていました。《大矢さん演奏》


ツェルニー：よし、リスト。よく弾けてるな。表現もすばらしい。よく練習しているね。

リスト：ありがとうございます。でも、どこか、直すようなところは無いですか。

ツェルニー：なら、ここだな。この辺は、こう弾いて。ここは、テンポを上げて、こう弾いてごらん。

これほど新しい感性を持ち、勤勉な生徒を教えることは今までありませんでした。そして、彼の姿に、私は幼き頃の自分を、いつしか重ね合わせていたのです。そう、かつて、父が幼い私に接していたように・・・・。《渋下さん演奏》

父やベートーベン先生は、時には厳しく私を指導しました。そんな彼らにいら立ちを覚えたこともありました。しかし、リストを教えることで、父や先生の気持ちが分かるようになってきました。だからこそ、私は、その感性を活かすべく、徹底的にテクニック、正確なテンポ、リズムを叩き込み、彼の美しく甘い音色を引き出したのです。

ツェルニー：違う。なんど、言ったら分かるんだ。ここは、こうだ。こうじゃない！

リスト：言われなくても、分かってます。こうでしょ。こうして、こう。

ツェルニー：そこが違うんだ。もっと、テンポとリズムを大事にして。それがなければ、表現が小さくなる。テクニックと表現も中途半端なままだ。これじゃぁ、作曲家の精神は表現できないぞ。さぁ、もう一度、落ち着いて、弾いて。

リスト：・・・・・・。(全く、いつもうるさいんだから。)　分かりました。こうですね。こう。

いつの日か、リストが一流のピアニストとして、ヨーロッパ中で演奏会を開催する。そして、手塩に掛けて育て上げた生徒の演奏会を聴きに行く。そんな日が近いのではないか。そんな思いを抱いていた、ある日。

リスト：先生、失礼します。

ツェルニー：おぉ、リストか。ん、今日は、レッスンの日じゃないな。一体どうしたんだい？

リスト：・・・・・・・。先生、長い間、お世話になりました。私は、これからパリに行って、ヨーロッパ中で演奏会を開いていきます。

ツェルニー：リスト。何を言っているんだ。おまえは、まだ、テクニックも表現も未熟なままだ。しかし、磨けば、もっと上手くなる。あのフンメルやクレメンティーだって、追い越すことだろう。リスト、早まったら、駄目だ。

リスト：先生。今の自分があるのは、先生のお陰です。とても感謝しています。でも、私は自分の腕を試したくなったんです。私のピアノは、誰からも絶賛されます。もう、こんな小さな町じゃなくて、もっと大きな舞台で自分を試してみたいんです。先生、本当にありがとう。さようなら。

ツェルニー：リスト、待つんだ、リスト。行ってはならん。戻ってくるんだ。リスト、リスト－。《古川さん演奏》

一年後、リストは、聴衆の喝采を浴びていました。演奏会は成功に次ぐ成功を収め、リストの名は日増しに世に知れ渡ってゆきました。そう、リスト親子は、更なる飛躍を求めて、私の元を離れていきました。もう、私の元に戻ってくることはなかったのです。


・エピローグ

別れを告げた母や父だけでなく、弟のように愛したリストまでも私の元を離れてゆきました。天涯孤独が私を包み込む・・・。《竹山さん演奏》

どうやら、私一人が取り残されたようだ。私は、音楽教師として世間に知られ、作曲家としても名声を得て、巨万の富を築き上げました。そして、その全てをまだ見ぬ後世の音楽家達に寄付しました。しかし、私には何が残ったのだろう。父を始めとして、人生で出会った様々な人々に助けられ、時には貧しさに苦しみ、時には芸術家としての幸せを噛み締めた私の人生とは、一体・・・・・。やはり、私は、あの二人には遠く及ばなかったのだろうか。遠い時間の中で忘れ去られる存在に過ぎなかったのだろうか。あぁ、懐かしい幼い日々が思い出す。気のせいだろうか、私の音楽が聴こえてくる・・・・・。《伊藤先生演奏》

1857年7月15日、ウィーンにて没す。カール・ツェルニー。

彼の練習曲を始めとする作品の数々は、今なお、深く愛され、今日まで、広く受け継がれている。(完)


・演奏曲目

・前半の部

福田さん ＆ 村上さん ＆ 田村さん　quiet thought
満田さん エマニュエルバッハ
楠田さん ＆ 愛菜ちゃん 易しい連弾
片岡さん 悲愴1楽章
渡辺さん ＆ 藤原さん エマニュエルバッハ
西森さん フンメル カンタービレ
才木さん ＆ 石倉さん フンメル バイオリンソナタ1楽章提示部
荒木さん 悲愴3楽章

松本さん ツェルニー30番より
高橋さん ＆ 濱口さん 連弾 ツェルニーマーチ
森本さん モーツァルトバリエーション1
八木さん ツェルニー24のプレリュードとフーガ プレリュードハ短調
・後半の部


藤原さん ＆ 寺本さん　クレメンティ ソナチネ36ー2
沖野さん カールフィリップエマニュエルバッハ 12の小品1

坂本さん リスト パガニーニエチュード
二河さん 自作曲 BACHのテーマによる即興演奏
大矢さん リスト コンソレーション第2番
渋下さん エリーゼのために
古川さん ブルグミュラー 別れ
竹山さん ツェルニー ロンディーノ
伊藤さん エチュードメロディーユーズド
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